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1.　日　時 ２０２４年２月１０日（土） １３：００ ～ １７：１０

2.　場　所 オンライン・会場参加　開催

3.　講　師 千野　雅人　　（競技運営部部長）

藤村　利道　　（競技運営部部長補佐）

安枝　和子　　（競技運営部副部長・総務部部長）

森　　 義彦　　（競技運営部副部長・競技部部長）

近藤　聡史　　（競技運営部副部長・審判部部長）

細川　祐司　　（競技運営部総務部副部長）

西澤 英一郎   (競技運営部競技部副部長)

藤原　信幸 　　(競技運営部審判部副部長）

栗原　崇　　　　(競技運営部競技部施設用具担当、国スポ調整室室長）

中野　典子　 　(競技運営部競技部、資格審査室室長）

  ※運営　〔会場設営責任者：西澤 英一郎 / 記録：栗原　崇〕

内　　　　　　　　容 講師及び担当者

≪司会進行…細川 祐司≫

（時刻） （所要)

13:00 13:10 10分 開 会

 ・ご挨拶  真 喜代司

 ・オンライン受講のオリエンテーション  安枝 和子

13:10 13:55 45分 施設用具

 ・競技備品  森　  義彦

 ・競技フィールド

 ・ユニフォーム　他  栗原  　崇

13:55 14:15 20分 規程類改定

 ・競技運営規程  西澤 英一郎

14:15 14:35 20分 競技規則,ルールの解釈

 ・2023年度大会における反省と課題  近藤 聡史

 ・2024年度重点適用項目  藤原 信幸

 ・判定に対するケーススタディ（映像活用）

14:35 14:45 10分 休憩

14:45 15:45 60分 競技規則,ルールの解釈（続き）  上記講師

・リファーラルプロトコルの変更について  西澤 英一郎

15:45 16:15 30分 アンチドーピング・インテグリティー  埴岡　  隆

・新たな展開と展望　・SMG(スポーツマウスガード)について

・アスリート及びスタッフとタバコ

16:15 16:40 25分 情報共有

 ・パリオリンピックを含む国際情勢

 ・2024年度のイベント計画

 ・競技役員資格・講習会関係

 ・その他

 

 近藤 聡史

 千野 雅人

 中野 典子

16:40 17:05 25分 質問要望事項に関する回答  講師全員

 質疑応答

17:05 17:10 05分 閉会あいさつ  千野 雅人

全国ルール統一研修会タイムライン
( ２０２４年度に向けてのルール研修会 )

時　　　　間

２月１０日（土）

４．タイムライン

埴岡　隆　　　　(日本協会アンチドーピング・インテグリティ委員会委員長)
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参加者一覧

NO 所属団体 所　属 氏　名 NO 所属団体 所　属 氏　名

1 岐阜朝日クラブBLUE DEVILS 長屋　 恭一 57 HJL 審判員、A級 西山 　宏明

2 LIEBE 栃木 福田　 敏昭 58 HJL 審判員、A級 野澤   　達

3 ALDER飯能 福島　 駿介 59 HJL 審判員 尾木 　典隆

4 天理大学ベアーズ 穴井　 善博 60 HJL 審判員 圷　 　耕一

5 立命館ホリーズ 松村  　 誠 61 HJL 審判員 湯澤 　健人

6 山梨学院大学OCTOBER EAGLES 小林　 大斗 62 HJL 審判員 大和田 康一

7 山梨学院大学OCTOBER EAGLES 三澤　 孝康 63 HJL 審判員 清水 　雅生

8 福井工業大学 渡邉　 宏樹 64 HJL 審判員 石橋 　徹也

9 ヴェルコスタ福井 渡邉　 修一 65 HJL 審判員 中元 　大輔

10 ヴェルコスタ福井 近藤　 辰徳 66 HJL 審判員 小坂井 悠平

11 BlueSticks SHIGA 岩山 幸太郎 67 HJL 審判員、A級 山田 　恵美

12 小矢部RED OX 沼田　 秀樹 68 HJL 審判員、ブロック審判長、A級 藤原 真由美

13 セルリオ島根 高橋　 伸也 69 HJL 審判員、A級 我妻 　順子

14 セルリオ島根 石原　 宏樹 70 HJL 審判員 稲元   　南

15 東京農業大学 李　　 永晃 71 HJL 審判員 佐竹 由加里

16 東京農業大学 柏木　   健 72 HJL 審判員 堀 　詩以奈

17 駿河台大学 酒井　 友眞 73 HJL 審判員 山岸 　有希

18 駿河台大学 植木　 勇斗 74 HJL 審判員 山根 　真穂

19 法政大学 圷　　 通徳 75 強化育成本部副本部長 多氣 　洋平

20 フリークス東京 長谷川　 慧 76 高体連ホッケー専門部、ブロック審判長 河内 佑有子

21 フリークス東京 石井　 唯一 77 Ｕ１５カテゴリー部会 鈴木 　良子

22 コカ・コーラレッドスパークス 信井　 康博 78 日本グランドマスターズホッケー協会 吉成 　博行

23 ソニー HC BRAVIA Ladies 飛田　 尚彦 79 北海道ブロック（代理） 手倉森 勇夫

24 ソニー HC BRAVIA Ladies 早戸　 沙希 80 東北ブロック（代理） 田鎖 　　豊

25 グラクソ・スミスクラインOrange United 渡邊 あかね 81 北信越ブロック 柴田　 　稔

26 天理大学ホッケー女子部 長谷部 謙二 82 四国ブロック 三好 　健一

27 天理大学ホッケー女子部 小林 こゆき 83 九州ブロック 一ノ瀬 元史

28 山梨学院CROWNING GLORIES ジョン・シアン 84 東北ブロック、2023UM、A級 鈴木 　茂明

29 南都銀行 樋口　   修 85 北信越ブロック、A級 宮川 　敏充

30 南都銀行 粥川　 幸司 86 関西ブロック、A級 小原 　直也

31 立命館ホリーズ 古瀬　 充奈 87 四国ブロック、2023UM、A級 柳田 　敏行

32 東海学院大学 小林　 和典 88 九州ブロック、2023UM 福山 　秀人

33 東海学院大学 福居 絵吏子 89 2023TD 加藤 　直美

34 東京ヴェルディ女子ホッケーチーム 藤尾　 香織 90 2023TD 馬場 　治男

35 駿河台大学LADYBIRDS 久我　 晃広 91 2023TD 穴田 　直樹

36 HJL ATD 和田 千恵子 92 A級 安岡 裕美子

37 HJL UM、ブロック審判長、2023UM 重森　　 誠 93 A級 水谷 　理恵

38 HJL UM、2023UM、A級 伊藤　 幸子 94 理事長 真 　喜代司

39 HJL TO 関根 由美子 95 事務局 福島　 雄裕

40 HJL TO、A級 松原  　 久 96 社会人連盟 事務局長 埴岡　 　隆

41 HJL TO 阿合　 勝美 97 部長 千野 　雅人

42 HJL TO 竹内　 芳郎 98 副部長 藤村 　利道

43 HJL TO、ブロック競技長、2023ATD 安木　 貴子 99 総務部長 安枝 　和子

44 HJL TO 藤井　 明子 100 総務部副部長 細川 　祐司

45 HJL TO 菊池　 玲子 101 総務部員 高橋 　英行

46 HJL TO 鈴木　 岳穂 102 総務部員 苅谷 　和代

47 HJL TO 梶田　 賢二 103 競技部長 森 　　義彦

48 HJL TO 影山　 茂樹 104 競技部副部長 西澤 英一郎

49 HJL TO 杉浦　 利哉 105 審判部長 近藤 　聡史

50 HJL TO 高野　　 禎 106 審判部副部長 藤原 　信幸

51 HJL TO 松原　 和朗 107 審判部員 竹内 　高広

52 HJL TO 平沢 美由紀 108 審判部員 壽山 　由樹

53 HJL TO、2023UM、A級 冨山　 喜正 109 審判部員 相馬 知恵子

54 HJL 審判員、A級 児玉　 茂樹 110 資格審査室長 中野 　典子

55 HJL 審判員、A級 成田　 健一 111 国体調整室長 栗原 　　崇

56 HJL 審判員、A級 木下　 英貴

TD/UM/A級

競技運営部

参加者

ブロック

審判長

HJL　H1

HJL　H２

HJJL　女子

ブロック

競技長

JHA

各カテゴリ

代表

HJL

official

HJL

official

HJL
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2024全国ルール研修会

• ⽇時：2024年2⽉10⽇（⼟）13：00〜
• 会場：パナソニックリゾート⼤阪

競技部

ドライターフ
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FIH ドライターフ

EP 
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ドライターフに関する公認フィールド規程
イノベーション規格公認フィールド

FIHイノベーション規格製品 ナショナル規格
公認フィールド性能要求

グローバル規格 ＞イノベーション規格＞ ナショナル規格

ロングパイル⼈⼯芝

ゴムチップ⾶散による
環境負荷

（マルチスポーツ規格クラスⅢ）
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マルチスポーツ規格クラスⅢ公認フィールド

ストレートパイルタイプ

撚縮パイルタイプ
（2025年度より）

＜環境負荷とホッケーの特性＞

ハイブリッド芝（⼈⼯芝）

カーペット式ステッチ式（打ち込み式） ⼈⼯繊維補強式

•強化型天然芝（通称、ハイブリッド⼈⼯芝⼜はハイブリッド芝）
•マルチスポーツ規格クラスⅢに含まれない
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マウスガード

マウスガードを正しく装着！

ＰＣフェイスマスク

ü ＰＣの守備者には、フェイスマスクの着⽤を強く推奨
ü ⽇頃よりフェイスマスクの安全チェック
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メーカー識別商標
（マニュファクチャラーズ・ロゴ）

メーカー名 と メーカー・ロゴ
メーカー名

メーカー・ロゴ
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ユニフォーム規程改正

サッカー協会のユニフォーム規程（2022年2⽉10⽇改正）

JHAユニフォーム規程改正（2024年4⽉1⽇）
＜サッカー協会に準拠＞
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ユニフォーム規程改正
【ユニフォーム規程抜粋】

a シャツ
a.1 前面

表示できるもの：メーカー名又は

ロゴマーク
場 所： 胸に１カ所 30㎠以下

a.2 その他

表示できるもの： ロゴマーク
場 所： 両肩又は両脇又は

両袖口のいずれに1カ所
サイズ： 幅8㎝以下
形 状： 以下のいずれか

ア）単独のロゴマークを1カ所のみ配置
イ）帯状のロゴマークを配置

詳細はユニフォーム規程をご確認ください

試験的６⼈制ルール

◆試験的ルール
■シューティングサークル ⇒ シューティングエリア
・ペナルティコーナー ・コーナー ・ヒットイン
・12ｍフリーヒット

⻄⽇本６⼈制⼤会で実施
◆⽬的
■ホッケー競技の普及と振興
■６⼈制競技の今後の⽅向性について検討

◆⼤会後の対応
■アンケートの実施
■アンケート結果から競技運営部で検討
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個⼈的罰則

個⼈的罰則 11⼈制 中学11⼈制 ６⼈制 インドア Hockey5s
試合時間計 60分 40分 30分(ｽ少20分) 40分 20分

⼝頭 注意 注意 注意 注意 注意

グリーン ２分間 警告 警告 １分間 １分間

１分間 １分間

イエロー ５分間以上 ３分間以上 ２分間以上 ２分間以上 ２分間以上

レッド 退場 退場 退場 退場 退場

公式試合記録等

n JHA登録と参加申込書・スターティングリストの漢字が相違

nスターティングリスト（メール送信）
●エントリープレイヤーの間違い
●送信ファイルの間違い
●スターティングイレブンの間違い
●ベンチ⼊りしないメンバーの記載

＜監督へ依頼＞
提出時に再確認をお願いします。
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規程類の改定について

競技部

競技運営規程の改定

n 6. チームの服装、装具、カラー
n 現在：項⽬なし
n 改定：
6.2 試合中にプレイヤーが着⽤するその他の⾐類は着⽤しているユ
ニフォームと同じ⾊でなければならない。ヘッドバンド及び汗⽌めの
リストバンドは相⼿チームのユニフォームと違う単⾊（但し蛍光⾊は
除く）であればよい。

n 補⾜：相⼿チームと⾊が混ざり視認性の低下（ライブ配信等）を防ぐ
⾼校⽣以下の⼤会で鉢巻等に学校名等が⼊っているものについては、
⼤会運営規程で定めるか、TDの判断により許可しても問題無い

13



競技運営規程の改定

n 8. プレイヤーの交代
n 現在：8.4 交代は監督の責任で⾏う
n 改定：8.4 監督はプレイヤーが適切に交代を⾏うことに責任を負う。
n 補⾜：誤った交代によりフィールド内の⼈数が規定以上になる、プレ
イヤーがTOの指⽰従わない形での交代を⾏う等の問題が発⽣した際の
責任を明確化（FIHの規程に従う）

競技運営規程の改定

n付属書5 ⾏動規範における違反と処罰レベルのガイドライン
n FIHの規程の改定に従い各違反レベルに対象⾏動の追加
n レベル１：
- スティックやボール（及びその他の物）をプレイヤー、アンパイ
アまたは競技役員の付近へ不適切または危険な⽅法で投げること
- TOから警告を受けてもなおTOからの指⽰に従わない⾏動

n レベル２：
- 著しく卑猥、著しく攻撃的、⾮常に侮辱的とされる無礼な発⾔、
罵詈雑⾔、⾝ぶり、⼿振り

n レベル３：
- 他のプレイヤー、アンパイア、競技役員、⼤会実⾏組織の個⼈、
観客に対して唾等を吐きかける⾏為
- その他の上記に含まれていないホッケーの精神に反し評判を貶め
る⾏為
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競技運営規程の改定

n付属書6 サジェスションアンパイア及びビデオアンパイア
n FIHにおいて、男⼥ジュニアワールドカップ及びオリンピック予選で採
⽤され、オリンピックでも採⽤（以後、正式適⽤）される⾒込みの⾼
い、サジェスションアンパイア及びビデオアンパイアの規程について、
⽇本国内でも2024年度より採⽤する。

n 詳細については次項⽬にて説明

リファーラル制度について

競技部
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主な変更点

n アンパイアリファーラルの対象の追加
n アンパイアリファーラルは得点、ペナルティストロークに関わる判定
以外に、フィールド内で発⽣した深刻な反則に対しても実施可能

n 深刻な反則とは10分のイエローカードおよびレッドカードに該当する、
⾏動規範における違反に該当するもの

n 上記の違反に対してチームからはアンパイアにリファーラルの要望を
出すことは出来ない

n ペナルティコーナーに関わる再開⽅法の明確化
n ホッケー競技規則6.5 「ペナルティコーナー実施中に、ブリーが与えら
れた場合はペナルティコーナーが再び与えられる。」に伴うリファー
ラル時の再開⽅法の変更

n シュートアウト中のリファーラルに伴う再開⽅法の明確化
n 反則が何もなかった場合にはリテイクとなる

アンパイアリファーラルの対象の追加

n 付属書6 ４．アンパイアリファーラル
n 4.1 アンパイアリファーラルは得点、ペナルティストロークに関わる
判定以外に、フィールド内で発⽣した深刻な反則に対しても実施可能

n 深刻な反則とはイエローカードおよびレッドカードに該当する、⾏動
規範における違反に該当するもの

n 上記の違反に対してチームからはアンパイアにリファーラルの要望を
出すことは出来ない
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アンパイアリファーラルの対象の追加

n付属書6 ４．アンパイアリファーラル
n 現在：
4.1 得点、ペナルティストロークに関わる判定（または判定しな
かったこと）に対して疑義が有る場合のみアンパイアは、⾃分でリ
ファーラルできる。シュートアウト中においてはすべての事象を対象
とできる。

n 改定：
4.1 得点、ペナルティストロークに関わる判定（または判定しな
かったこと）またはフィールド内で発⽣した深刻な反則に対して疑義
が有る場合のみアンパイアは、⾃分でリファーラルできる。シュート
アウト中においてはすべての事象を対象とできる。

アンパイアリファーラルの対象の追加

n付属書6 ４．アンパイアリファーラル
n 現在：
4.2 リファーラルはルールに基づきゴールとなったかどうか、ペナ
ルティストロークがルールに基づき与えられたかどうかについてのみ

⾏われる。
n 改定：
4.2 リファーラルはルールに基づきゴールとなったかどうか、ペナ
ルティストロークがルールに基づき与えられたかどうか、または深刻
な反則が発⽣していたかどうかについてのみ⾏われる。
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アンパイアリファーラルの対象の追加

n付属書6 ４．アンパイアリファーラル
n 現在：
4.3 すなわち、アンパイアは以下の場合に、リファーラルできる。

a. b. c. d. e.
n 改定（項⽬追加）：
4.3 すなわち、アンパイアは以下の場合に、リファーラルできる。

a. b. c. d. e.
f.深刻な反則または危険あるいは無謀なプレーがフィールド上で⾏
われたか（23mエリアに限られない）。

アンパイアリファーラルの対象の追加

n付属書6 ４．アンパイアリファーラル
n 現在：
4.5 サジェスションアンパイアまたはビデオアンパイアは可能な限り
短い時間で以下の助⾔を⾏う
ー ゴール、ペナルティストローク、ノーアドバイス
ー 対象プレイの前後に起こった反則や状況

n 改定：
4.5 サジェスションアンパイアまたはビデオアンパイアは可能な限り
短い時間（60秒-90秒以内）で以下の助⾔を⾏う
ー ゴール、ペナルティストローク、ノーアドバイス
ー 対象プレイの前後に起こった反則や状況、またはイエローカード及
びレッドカードに該当する深刻な反則があったかどうか

18



アンパイアリファーラルの対象の追加

n付属書6 ４．アンパイアリファーラル
n 現在：項⽬なし
n 改定（項⽬追加）：
4.11 深刻な反則とは以下を⽰すがこれに限られない

a 「付属書5 ⾏動規範における違反と処罰レベルのガイドライン」
に抵触する内容

b ホッケー競技規則に記載されている重⼤な違反、⾝体的接触、故
意の不当な⾏為

アンパイアリファーラルの対象の追加
（以前の対応）
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アンパイアリファーラルの対象の追加
（以前の対応）

アンパイアリファーラルの対象の追加
（新しい対応）

20



アンパイアリファーラルの対象の追加
（現在の対応）

ペナルティコーナーに関わる再開⽅法の明確
化

n付属書6 6．リファーラル後の再開⽅法
n 現在：

6.1 協議の結果、判定が変更された場合は、変更された判定に基づき試合が再開される。
6.2 協議を⾏っても判定が変更されなかった場合（ノーアドバイスを含む）は

a 時間が停⽌された時がインプレー中だった場合、守備側のフリーヒットで試合が
再開される。

b 時間が停⽌された時がアウトプレー中だった場合、時間が停⽌された時点の状態
から試合が再開される。

n 改定：
6.1 協議の結果、判定が変更された場合は、変更された判定に基づき試合が再開される。
6.2 協議を⾏っても判定が変更されなかった場合（ノーアドバイスを含む）は

a 時間が停⽌された時がペナルティコーナー実施中以外のインプレー中だった場合、
守備側のフリーヒットで試合が再開される。

b 時間が停⽌された時がアウトプレー中だった場合、時間が停⽌された時点の状態
から試合が再開される。
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ペナルティコーナーに関わる再開⽅法の明確
化

n付属書6 7．ペナルティコーナーに関わる再開⽅法
n 現在：項⽬なし
n 改定（項⽬追加）：

7.1 ペナルティコーナーに関わるリファーラルが⾏われた場合は上記6
に関わらず以下が適⽤される。

7.2 インプレー中に、アンパイアがペナルティコーナーを判定したが、
守備側のチームリファーラルが⾏われ、その結果守備側のチームに
反則がなかった場合には、15mライン及び5mの破線の外側でブ
リーで再開される。この場合。リファーラル権は維持される。

ペナルティコーナーに関わる再開⽅法の明確
化

n付属書6 7．ペナルティコーナーに関わる再開⽅法
n 改定（項⽬追加）：続き

7.3 ペナルティコーナー実施中にリファーラルが⾏われた場合
a アンパイアがペナルティコーナーを判定し、守備側のチームがリファーラルを

⾏った場合
i どちらのチームにも反則がなかった場合、ホッケー競技規則6.5に従いペナル

ティコーナーから再開される。この場合リファーラル権は維持される。
ii 守備側のチームに反則があった場合、ペナルティコーナーから再開される。

この場合リファーラル権は喪失する。
iii 攻撃側のチームに反則があった場合、守備側のフリーヒットから再開される。

この場合リファーラル権は維持される。
b アンパイアがペナルティコーナーを判定せず、攻撃側のチームがリファーラルを

⾏った場合
i どちらのチームにも反則がなかった場合、守備側のフリーヒットから再開さ

れる。この場合リファーラル権は喪失する。
ii 守備側のチームに反則があった場合、ペナルティコーナーまたはペナルティ

ストロークから再開される。この場合リファーラル権は維持される。
iii 攻撃側のチームに反則があった場合、守備側のフリーヒットから再開される。

この場合リファーラル権は喪失する。
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ペナルティコーナーに関わる再開⽅法の明確
化

通常プレー中

攻撃側の
リファーラル

アンパイアの判定
PC/PS

PC実施中

アンパイアの判定
PC/PS

反則無し

直前にFWの反則

守備側の
リファーラル

守備側の
リファーラル

元の判定
/DFのフリーヒット

元の判定/
DFのフリーヒット

PC/PS/ゴール

ロングコーナー/
DFのフリーヒット

ロングコーナー/
DFのフリーヒット

PC/PS/ゴール
元の判定

元の判定

ブリー

PC/PS

PC/PS

DFのフリーヒット

PC/PS

PC/PS

PC（PC継続中）/
ロングコーナー等

攻撃側の
リファーラル

リファーラル失敗

ノーアドバイス

リファーラル成功

リファーラル権の維持と喪失

守備側のリファーラル

ゴール P S P C その他

P S 維持 喪失 喪失 喪失

P C 維持 維持 喪失 喪失

DFボール 維持 維持 維持 喪失

判定をしなかった 維持 維持 維持 喪失U
M
P
の
判
定

SUMP/VUMPの結果

ゴール P S P C 攻撃側/守備側のFH/ブリー

ゴール 喪失 維持 維持 維持

P S 喪失 喪失 維持 維持

P C 喪失 喪失 喪失* 維持

SUMP/VUMPの結果

U
M
P
の
判
定

攻撃側のリファーラル

*PC実施中に反則が何もなかった場合は維持

n 維持と喪失の原則
n チームリファーラルの結果、チームの主張が認められ

た場合⼜は有利な判定となった場合は、リファーラル
権は維持される
a. 判定が認められた場合⼜は有利な判定となった場合は、

リファーラル権は維持される
例： 攻撃側：FHをリファーラル→PC/PS/ゴール：維持

攻撃側：PCをリファーラル→PS/ゴール：維持、
PC：喪失

守備側：ゴールをリファーラル→PC/PS：維持
守備側：PCをリファーラル→FH：維持

PC/PS/ゴール：喪失
b. ノーアドバイスの場合は、リファーラル権は維持される
c. アンパイアの判定を変更する明確な理由がない場合は、

リファーラル権は喪失する
n 最終的な判断はアンパイアが⾏い、サジェスション/

ビデオアンパイアは判定を下す権限を持たない（助⾔
と参考）

n ビデオアンパイアの際には、時間内にゴールラインを
越えたか超えていないかは、リファーラルの対象外
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2024年のスムーズな運⽤に向けて
2024年2⽉10⽇
競技運営部審判部

n2023年判定に関するレビュー
n2024年ルール解釈と重点事項

全国ルール統⼀研修会資料

はじめに（毎年同じですが）
責任と義務（競技規則２ページ）

• ホッケー競技に参加する者は、本規則書記載のホッ
ケー競技規則およびその他の情報を知っておかなけれ
ばならない。そして、本規則書に従って⾏動すること
を要求するものである。

• 安全ということを、第⼀に強調する。試合に関わる⼈
はすべて、⾃分以外の⼈の安全に⼗分配慮して⾏動し
なければならない。

• アンパイアは、試合をコントロールし、フェアプレイ
が確実に実⾏されるようにするという⼤事な役割を果
たす。
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競技規則の変更（2024年度）
2024年のルールブック改訂・発⾏無し
ü FIHルールに⼤幅な変更なし
ü6⼈制も11⼈制に準じて発⾏しません
ü FIHインドアホッケールールは改訂なし

2024年も利⽤します

その他
ホッケー5
パラホッケー
ビーチホッケー

項⽬ごとの解説と2024年の適⽤
項⽬ 試合を⾏うこと

2.1 12名以上のプレイヤーがフィールド上にいた場合
解説 • 12名以上の状況を修正するために時間を停⽌しなければならな

い。
• 試合に⼤した影響もなくほんのわずかな時間であれば、必ずし
も警告を与える必要はない。

• ⼈数が増えていたことで試合に⼤きく影響を及ぼしていたなら
ば、チームのキャプテンに個⼈的な罰則（カード）が与えられ
なければならない。

• 時間が再開されたり、プレイがリスタートされていた場合は、
時間停⽌前に下されていた判定を変えることができない。

• ペナルティを与えるために時間を停⽌した時に、反則を犯した
チームに対して、カード以外に何も罰則が与えられていなかっ
たならば、相⼿チームのフリーヒットによって時間とプレイが
再開される。

適⽤状況 • 2024年も引き続き留意が必要。
2024年の
適⽤

• 選⼿交代時にはビブスを使⽤するなど⼯夫が必要。
• TOは各クォーターの開始時や（⼀時）退場者が出た場合には、
特に注意が必要。
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項⽬ごとの解説と2024年の適⽤
項⽬ 試合を⾏うこと

2.2 GK特権を持つフィールドプレイヤーの廃⽌（2022年変更）
解説 出場プレイヤー構成は次の2択

A. フル装備GK1名と10名のフィールドプレイヤー（FP）
B. 11名全員FP（いわゆるパワープレイ）
• パワープレイ時にPCを取られてしまった場合は、フル装備GKと
交代することはできず、守備者はGKのヘッドギアを着⽤できな
い。PC守備時のFPが着⽤する防護アイテムのみ着⽤可能。

• パワープレイ時にPSを取られてしまった場合は、フル装備GKを
守備者として戻すことは可能。

• 6⼈制はフル装備GKが必須。
適⽤状況 • 特に混乱なく運⽤。

• 観客にとってのわかりにくさの低減化。
2024年の
適⽤

• 2022年より正式ルール化

6

問題１
PCの判定後、守備側GKがアンパイア
に対して、暴⾔を吐きイエローカード
で退場となってしまった。
この場合、正しいものは次の①②のど
れ︖
①守備側GKと控えのGKが交代し、４
名で守備を⾏う。
②守備側GKと控えのGKが交代し、５
名で守備を⾏う。
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項⽬ごとの解説と2024年の適⽤

項⽬ 試合を⾏うこと
2.3 PC時の交代について

解説 • 守備側のGKが怪我をするか、退場させられた場合にのみ、その
交代が認められる。

• 守備側のGKが怪我をするか、退場させられた場合には、ほかの
GKかプレイヤーと交代することができる。

適⽤状況 • 特に混乱なく運⽤。
2024年の
適⽤

• 継続適⽤
• 守備側のFPの怪我や退場させられた場合は交代できない。

問題１の答え︓②
②守備側GKと控えのGKが交代し、５名で守備を⾏う。
【解説】
PC時、守備側が少ない⼈数で守らなけばならない条件は以下の２つ。
・ボールがプレイされる前に、守備側プレイヤーがゴールラインや
バックラインを超えてしまった場合。
・ペナルティコーナークロックの40秒経過の遅延⾏為による個⼈的
罰則（グリーンカード）が科せられたとき。

項⽬ごとの解説と2024年の適⽤
項⽬ 試合を⾏うこと

3 キャプテン（主将）
解説 • キャプテンが退場となった時は、代わりのキャプテンを指名し

なければならない。
適⽤状況 • 原則はキャプテンにカードが出された場合、代わりのキャプテ

ンにキャプテンマークを渡さなけらばならない。しかしながら、
グリーンカードの２分の退場時は代わりのキャプテンの指名を
黙認している状況。

2024年の
適⽤

• 国際⼤会においても国内と同様に、キャプテンのグリーンカー
ドによる⼀時退場時には、代わりのキャプテンの指名を黙認し
ている状況であることから、このような状況においてはすぐに
罰則としないこととする。
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項⽬ごとの解説と2024年の適⽤
項⽬ 試合を⾏うこと

4 プレイヤーの服装と装備
解説 • 医学的な理由があれば、試合時間中ずっと、顔に密着するよう

なフェイスマスク、柔らかい頭部保護⽤のヘッドカバーや⽬を
保護するためのプラスティックゴーグルの着⽤が許される。
フェイスマスクは、表⾯がなめらかなもので、⾊は透明か⽩、
ほかの⾊は単⾊であればよい。（ゴーグルは、たとえば周囲が
柔らかい素材でカバーされ、プラスティックのレンズのもので
ある。）医学的理由を認める場合とは：装具を着⽤すればコン
ディションを整えてプレイすることが可能になるということが
理解でき、そのことを⼤会責任者（⼤会のTD等）が許可した場
合である。（チームは、その明確な理由を⼤会責任者に説明す
ること）

適⽤状況 • 特に問題なく運⽤。
2024年の
適⽤

• ⼤会責任者が責任を持って判断、許可すること。

項⽬ごとの解説と2024年の適⽤
項⽬ 試合を⾏うこと

4.2 PC時の守備側選⼿の防具の着⽤可能範囲の明確化（2022年変
更）

解説 • 守備者がPC⽤の防具を取り外す適切な機会が無かった場合、23mのエ
リア内にいる間、ペナルティ無しで防具を着⽤し続けることができる。

すべてのプレイヤーは、23mのエリアから出る前、または審判から指⽰
されたときに、すべての保護具を外さなければならない。

• 守備者はペナルティコーナーの終了後の再開がビハインドヒットで
あった場合、すべてのPC⽤防具を取外した後にビハインドヒットを⾏
うことができる。これは、ビハインドヒットとなった場合、守備者に

はPC⽤防具を取外す適切な機会が有ったものとみなされるからである。
但し、PC⽤防具の取外しに不要に時間を消費してはならない。

適⽤状況 • 2022年新規適⽤
• 特に問題なく運⽤

2024年の
適⽤

• プレイに影響のある上記の違反に対しては、反対側チームにフ
リーヒットを与え、度重なる違反等状況によってはカード提⽰
の個⼈的罰則を与える。

• ⾚字部分は2024年の新規の適⽤
6⼈制は適⽤範囲を⾃陣エリアとします。（「23m」を「⾃陣」と読み替える）
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問題２

GKのヘッドギアが試合中に外れて
落ちてしまった。
GKがヘッドギア無しの状態で、守
備を続けた場合はどうなるのか︖

項⽬ごとの解説と2024年の適⽤

項⽬ 試合を⾏うこと
4.4 プレイヤーの服装と準備

解説 競技規則4.4
• GKは少なくともヘッドギア、レガード、キッカーズから構成される防
具を⾝につけなければならないが、PSの攻撃を⾏う時に限り、ヘッド
ギアとハンドプロテクターのみ、外しても構わない。

適⽤状況 • GKの装具着⽤はGKの保護が⽬的であり、罰するものではないことを理
解する。

2024年の
適⽤

• GKがヘッドギア無しの状態でプレイを続けることは基本的に認められ
ず、そのままボールを奪いにいくなどの⾏為はPCとなる。（ヘッドギ
アが外れるのは意図としない反則のため。）ボールから⼀旦離れた状

態にも関わらず、そのままプレイを続けていればPSとなる。（ヘッド
ギアを再び装着するだけの時間があるにも関わらずプレイを続けるの

は、意図した反則とみなすため。）

• 落ちているヘッドギアにボールが当たった場合、サークル外であれば
フリーヒット、サークル内であればPC、おそらく⼊っていたと思われ
る得点が妨げられればPSとなる。

• 審判員はGKのヘッドギアが外れた際、試合の状況を鑑み、笛を吹く
（罰則を与える）のかアドバンテージを適⽤するのか適切な判断する

ように⼼掛けることが重要。

問題２の答え
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項⽬ごとの解説と2024年の適⽤
項⽬ 試合を⾏うこと

5.1 終了間際の判定
解説 • アンパイアが何らかの判定を下す間際（直前）にクォーターが

終了となってしまっても、アンパイアは判定を⾏うことができ
る。

• 終了間際でのアンパイアの判定後、クォーターが終了となって
しまっても、アンパイアは相⼿アンパイアとの確認等を通じて
判定を変更することができる。

適⽤状況 • 特に問題なく適⽤
2024年の
適⽤

• 終了間際の重要な判定を正確に⾏うための運⽤であることを競
技役員は意識する。

項⽬ごとの解説と2024年の適⽤
項⽬ 6.5 試合の開始と再開：ブリーについて（2022年変更）
解説 • ペナルティコーナー実施中、ブリーが与えられた場合ペナル

ティコーナーが再び与えられる。
適⽤状況 • 2022年変更箇所
2024年の
適⽤

• PC実施中にけがやプレイに関係無い事象が発⽣し、反則も起き
ていないのに試合を中断した場⾯等が想定される。

• この項⽬の追加に伴い、競技規則13.5のPC完遂条件の⼀つが削
除となっている。（重複する内容のため）

• 例えばPC実施中、守備者のスティックに当たったボールを（⾜
に当たったとして）PCと判定した場合、ブリーではなくPCが
再び与えられることとなる。

項⽬ 7.4c 守備側プレーヤーが、ボールを故意にバックラインを超え
るようにプレイして、なおかつそれが得点とならなかった場合

解説 • アンパイアは、PCを与えることを躊躇してはならない。
適⽤状況 • 審判員の解釈にばらつきがみられる。
2024年の
適⽤

• 継続適⽤
• SO時との違いに留意する。
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問題３

サークル内で攻撃側のプレイヤー
が、スティックを握った左⼿の甲
の部分でボールをゴールへ流し込
んだ。
この場合は得点となる︖ならな
い︖

項⽬ごとの解説と2024年の適⽤

項⽬ 試合を⾏うこと
規則8 得点となる条件

解説 • サークル内で攻撃側プレイヤーによってボールがプレイされ、その
ボールがサークル外に出ることなく、クロスバーの下でゴールライン

を完全に通過した場合に得点が認められる。（規則8）
• ボールをプレイすること：フィールドプレイヤー
スティックを使ってボールを⽌めたり、ボールの⽅向を変えたり、動か

したりすること。（ホッケー⽤語）

• 得点となる条件を下記の規則9.11と混合しないように注意する。
（規則9.11）
たとえボールがスティックを持っている⼿に当たったとしても、その⼿に

当たらなければスティックに当たったであろうと判断される場合は、反則

とはならない。

適⽤状況 • アンパイアの解釈に若⼲のばらつきがあるように思われる。

2024年の
適⽤

• アンパイアはゴールラインを割る前にどの部分でプレイされていたの
か注視することが必要。

問題３の答え︓得点とはならない。
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項⽬ごとの解説と2024年の適⽤
項⽬ 試合を⾏うこと

規則9.5 バックスティック
解説 • プレイヤーは、スティックの裏側を使ってボールをプレイしてはなら

ない。

適⽤状況 • 試合中においてまだまだ散⾒される。
• 2024年も引き続き留意が必要。

2024年の
適⽤

• アンパイアはスティックの裏側を使ってのプレイが発⽣した場合、躊
躇なく判定できるように注視する。

項⽬ごとの解説と2024年の適⽤
項⽬ 試合を⾏うこと

9.10 上げられたボールの処理
解説 • 落下地点でレシーブしようとしている選⼿に対し、5mより離れた地点

から近づいてボールをインターセプトすることができる。ただし、選
⼿同⼠がプレイ可能範囲内で無いことかつ安全にプレイできる状態で
あること

• 上げられたボールが落下してくる時、そのボールを受けたり、コント
ロールしたり、グラウンド上に戻そうとしたりしているプレイヤーが
いる時は、相⼿側プレイヤーはそのプレイヤーから5m以内の距離に近
づいてはならない。

• 落下点に位置取りしている選⼿が明確でない場合は、ボールを上げた
チームの相⼿側選⼿にレシーブ権がある。

適⽤状況 • 審判員の解釈にばらつきがあった。

2024年の
適⽤

• 落下地点でレシーブしようとしている選⼿に対し、5mより離れた地点
から近づいてボールをインターセプトすることができる。ただし、選
⼿同⼠がプレー可能範囲内に近づかないことと、インターセプト後も
プレー可能範囲にならないこと（＝安全にプレイできること）が条件
となる。

• 23mエリア内でレシーブしようと明確に待っている攻撃選⼿に対し、
守備選⼿が5m以内に故意に近づいていき、相⼿選⼿のプレー可能な範
囲でプレーしようとする⾏為は、PCとなる。同様の解釈でサークル内
の場合はPSとなる。
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項⽬ごとの解説と2024年の適⽤
項⽬ 規則9.13 スライディングタックル
解説 • 相⼿選⼿にスライディングタックルを⾏い、危険であったり、危険を

誘発したりする結果をもたらした場合は、故意の反則として個⼈的罰
則を適⽤する。

• 相⼿選⼿の⾝体、スティックに⾃分の⾝体やスティックが触れた場合
は当然のこと、相⼿選⼿が接触による危険性を回避するような動作を
取ることになった場合に、個⼈的罰則を適⽤する。

適⽤状況 • 概ねスライディングタックルの危険性の認識は浸透している。
• 2024年も引き続き留意が必要。

2024年の
適⽤

• スライディングタックルの結果、相⼿選⼿の⾝体やスティックに触れ
ていた場合、個⼈的罰則はイエローカードによる10分間の退場とする。
2回⽬はレッドカードとする。

• スリップ等故意で無いが、結果的にスライディングタックルの形にな
り、相⼿選⼿の怪我を誘因してしまった場合も個⼈的罰則を適⽤する。
ただし、状況に応じて審判員は罰則内容を変更して適⽤する。

項⽬ごとの解説と2024年の適⽤
項⽬ 試合を⾏うこと

12.4 サークル内に転がっている守備側⽤具類にボールが当たっ
て、その結果、おそらく⼊っていたと思われる得点が妨げられた
ならば、PSとなる。

解説 PSの成⽴条件は2つ
ü 守備側のプレイヤーによるサークル内の反則で、そのことによ
りおそらく⼊っていたと思われる得点が妨げられた場合。

ü 守備側プレイヤーによるサークル内での故意の反則で、攻撃
側のプレイヤーが実際にボールを保持したり、保持しようと
したりしているのを妨げられた場合。

• ゴールライン直前でシュートボールをFPが⾜で防いだ場合と同
じ解釈でPSとする。

• サークル内で転がっている守備側選⼿の防具類にボールがあ
たった場合（上記除く）は、PCとする。（競技規則試合を⾏う
こと9.16）

適⽤状況 • 2020年〜2023年での適⽤事例報告なし
2024年の
適⽤

• 継続適⽤
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項⽬ごとの解説と2024年の適⽤
項⽬ 試合を⾏うこと

13.1a FHの再開地点（反則の起こった近い所から⾏われる。）
解説 • 「近い所」という表現は、反則が起こった場所からプレー可能

な範囲内のことで、これは攻撃側があまり有利になりすぎない
ように意図するものである。

• フリーヒットが⾏われる場所は、23mエリア内では、さらに正
確でなければならない。

適⽤状況 • 判定に若⼲のばらつきがあった。
2024年の
適⽤

• 23ｍエリア内ではより厳しく、23ｍエリア外であれば、攻撃側
があまり有利（守備側があまり不利）になりすぎないようにす
る。ただし23ｍエリア外であれば、「近い所」に拘り過ぎて
ゲームの流れを⽌めないように留意することも必要。

項⽬ 13.1b サークル内で守備側チームに与えられたFHの再開地点
解説 • サークル内で守備側チームに与えられたFHの再開は、サークル

内のどこから始めてもよい。
適⽤状況 • 適⽤が完全に浸透していない。
2024年の
適⽤

• 継続適⽤
• 選⼿にはルールの理解促進と上⼿な活⽤を期待

項⽬ごとの解説と2024年の適⽤
項⽬ 試合を⾏うこと

13.2f サークル付近の攻撃側FHで、攻撃側が即座にリスタートし
なかった場合には、守備側選⼿は再開地点から5m以上離れなけれ
ばならない。

解説 • サークル付近の攻撃側FHが即座にドリブル（セルフパス）でリ
スタートされた場合、リスタート時点でサークル内にいる守備
プレイヤーは、ドリブルする攻撃プレイヤーを追っていくこと
ができる。ただし、ボールが5m動かされるまでその攻撃プレ
イヤーに影響を与える⾏為をしてはならない。

• 攻撃側FHが即座に開始されなかった場合は、たとえサークル内
にいたとしても、守備側選⼿はリスタート地点から5m以上離
れなければならない。

適⽤状況 • 概ね浸透してきている。
2024年の
適⽤

• FHの再開まで時間的余裕があるのに、守備側選⼿がリスタート
地点から5m（6⼈制は4m）以上離れようとしないのは反則とな
ることに留意して審判員は注意を促す。（状況によっては反則
とする）
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問題４ PC完遂（解除）の要件

23

1.得点が⼊ったとき
2.守備側チームに・・・・
3.ボールがサークルから・・
4.ボールがバックライン・・・
5.守備側選⼿が反則・・・
6.・・・となったとき

項⽬ごとの解説と2024年の適⽤

項⽬ 13.3 PC時は試合時間を停⽌
解説 • PC判定時からPC開始までの最⼤40秒間試合時間を停⽌する。

（40秒シュートクロックのカウント開始）
• 審判員がPC開始の笛を吹いた瞬間に試合時間の計時を再開。
• 連続して⾏うPCでは試合時間は停⽌するが、40秒間を待たずに
選⼿の準備ができ次第再開する。

• PC完遂（PC状態解除）条件は下記（規則13.5)。下記以外でPCと
なった場合は連続して⾏うPCとして扱う。

①得点 ②守備側FH ③ボールがサークルから5m以上離れた時
④ボールがバックラインから出てPCでないとき
⑤守備側選⼿の反則でPCでないとき ⑥PS

適⽤状況 • 概ね浸透しているが、連続して⾏うPCの再開がスムーズでなく、
時間がかかっている場⾯があった。

2024年の
適⽤

• 連続して⾏うPCでは、40秒間が選⼿に与えられていることでは
なく、速やかに再開しなければならないことを認識し、審判員
は選⼿に協⼒を促す。（円陣は認められない）

• 審判員の注意にも関わらず時間をかけていると判断される場合
は、遅延⾏為の反則を適⽤する。（カード提⽰）

問題４の答え
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項⽬ごとの解説と2024年の適⽤
項⽬ 規則13.3 PC時のシュートコースへの⾛り込み
解説 • 守備側プレイヤーが、スティックでプレイしようとする意志がなく

シュートコースやシュートしようとしているプレイヤーに対して⾛り
込んできたということが明確に判断される場合は、その⾏為は危険と
⾒なして罰せられなければならない。

適⽤状況 • 解釈に対して2021年シーズン中に質問があり、かつ解釈にばらつきが
⾒られた。

• 2023年での適⽤事例報告はないが、2024年も引き続き留意する。
2024年の
適⽤

• ⾛り込む選⼿がシュートしようとする選⼿を⾒ながら、スティックの
プレー可能⾯をボールに対して正対させている場合は、プレイしよう
とする意思があると⾒なす。

• シュートした選⼿に突進する⾛り⽅は危険な⾏為として、当該選⼿に
カード提⽰による追加的罰則を与える。

項⽬ごとの解説と2024年の適⽤
項⽬ 試合を⾏うこと

規則13.3 PC時フリックやタッチシュート及びスクープによる
シュート及びヒットによる２打⽬以降のシュートにおいては、危
険でない限りボールはいかなる⾼さに上がってもかまわない。

解説 • １打⽬のフリックシュートを打ち損じてしまった（ボールは危
険な⾼さに上がることなく、転がっている状況）ボールを拾っ
て、攻撃側がヒットシュートし、ボードを超えた⾼さでゴール
に⼊った場合、得点となる。

• シュート（ホッケー⽤語「競技規則１３ページ）とは？攻撃側
のプレーヤーによって、サークル内で得点を得ようとするため
にゴールに向けてボールをプレーする動作のこと。ボールが
ゴールを外れたとしても、もしもそのプレーヤーの意識がゴー
ルに向かってシュートしようとしていたならば、それは
「シュート」である。

適⽤状況 • 2023年での適⽤事例報告なし
2024年の
適⽤

• 継続適⽤
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項⽬ごとの解説と2024年の適⽤
項⽬ 試合を⾏うこと

規則13.3 PC時のフリックシュートの危険性
解説 • PC実施中において、最初にシュートされたボールが5ｍ以内にいる守

備側プレイヤーの膝から下に当たった場合は、もう⼀度PCが与えられ
なければならないし、ボールが5ｍ以内にいて通常の構え⽅で⽴ってい
る守備側プレイヤーの膝もしくは膝より上に当たった場合は、その
シュートは危険とみなして、守備側チームにフリーヒットが与えられ
なければならない。

適⽤状況 • 解釈に対して2021年シーズン中に質問があり、かつ判定にばらつきが
⾒られた。

• 2023年は概ね問題なく適⽤された。
2024年の
適⽤

• 地⾯に膝をついていたり、倒れているいるような状態で無い限り、原
則として通常の構え⽅として判定する。

項⽬ごとの解説と2024年の適⽤
項⽬ 試合を⾏うこと

13.5 PC完遂（PC状態の解除）要件で「ブリー」の項の削除
（2022年は「ボールがサークルから２度⽬に外に出た時」が削
除）

解説 • PC時の選⼿交代制限が解除される（＝選⼿交代が可能となる）
条件は下記のとおり。

①得点 ②守備側FH ③ボールがサークルから5m以上離れた時
④ボールがバックラインから出てPCでないとき
⑤守備側選⼿の反則でPCでないとき ⑥PS
• 上記の条件にならずに再度PCとなった場合は連続して⾏われる

PCとして選⼿交代制限は継続。
• ベンチに戻る選⼿が先にベンチに戻っておくことは可能。代わ
りに出場する選⼿はテクニカルテーブル前で待機している状態。

適⽤状況 • 2023年も概ね問題なく適⽤された。
• 引き続き2024年も留意が必要。

2024年の
適⽤

• PC時の選⼿交代に⼿順不適合な事例が発⽣しないようTOは留意
する。

• 上記③に該当する時、ボールが5m以上離れたかどうか微妙と
思われる場合には、アンパイアはPC制限解除となるゼスチャー
をできるだけ⾏うこととする。

50



項⽬ごとの解説と2024年の適⽤
項⽬ 試合を⾏うこと

規則13.6a PC時の球出し
解説 • バックラインからプッシュまたはヒットによる「球出し」をするプレ

イヤーは、少なくとも⼀⽅の⾜をフィールドの外に出しておかなけれ
ばならない。

適⽤状況 • ⾛りながら「球出し」をする際、両⾜ともフィールドの中に⼊ってい
る状況が時々⾒られた。

2024年の
適⽤

• アンパイアは特に⾛りながら「球出し」をするプレイヤーには注視し、
両⾜ともに⼊っているようであれば、PCアゲインとする。

項⽬ごとの解説と2024年の適⽤
項⽬ 試合を⾏うこと

13.6c・d PC時の守備側フライング、遅延⾏為
解説 • PC時の守備選⼿のフライングでは、当該選⼿（GKの場合は代わ

りのFP)がセンターラインに戻り、その際のPC守備者は4名以下
に制限される。

• 40秒経過しても準備ができていない守備側選⼿は、カードが提
⽰される。その際のPC守備者は４名以下に制限される。（GKの
場合は代わりのFPにカードを提⽰）

• 連続して実施されるPCで制限は継続する。（＝PC状態解除で制
限も解除）

適⽤状況 • 連続となるPCで5名での守備を⾏いやすい。
2024年の
適⽤

• 反対側アンパイアが守備⼈数に特に留意する。
• 万が⼀、上記に該当する状況で5名で守備を⾏ったとしても、

PC開始までの指摘がない限り、そのままプレイを続⾏し、結果
の修正は⾏わない。

ü 6⼈制では、40秒クロックはなく、準備ができ次第速やかにPCを再開する。
ü 6⼈制では「5名」を「4名」に読み替える。
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項⽬ごとの解説と2024年の適⽤
項⽬ 試合を⾏うこと

13.6e PC時の攻撃側フライングでは、球出し選⼿がセンターライ
ンまで戻る。

解説 • PC時の攻撃側選⼿のフライングでは、球出し選⼿がセンターラ
インに戻る。代わりの球出し選⼿はサークル付近にいる選⼿が
⾏う。（PCアゲイン）

• 球出し選⼿のフェイントも同じ対応（PCアゲイン）
• 連続して⾏うPC時は当該選⼿は再びセンターラインに戻る。

適⽤状況 • 2024年も引き続き留意が必要。
2024年の
適⽤

• フライング発⽣時は、球出し選⼿がセンターラインに戻ること
を反対側アンパイアが特に注意する。

• センターラインに戻る球出し選⼿の代わりをサークル付近にい
ない選⼿を呼んで⾏おうとするチームに対し、審判員は注意を
促す。注意が守られない場合は、攻撃側チームの遅延⾏為を適
⽤し、当該選⼿にカードを提⽰し、PCで再開する。

項⽬ごとの解説と2024年の適⽤
項⽬ 13.7.e ペナルティストロークについて
解説 • PSの守備側チームがフィールドプレイヤーのみでプレイするこ

とを選択していて、GKとの交代を⾏わなかった場合は、守備者
はその守備のためにスティックだけを使⽤することができる。

適⽤状況 • 2023年適⽤事例報告なし
2024年の
適⽤

• FPとしてゲームに参加しているプレイヤーが守備をする場合は、
防具としてフェイスマスクのみを着⽤することができる。

項⽬ 13.9.d ペナルティストロークについて
解説 • 守備側プレイヤーに反則があったものの、得点になっていた場

合には、その得点は認められる。
適⽤状況 • 2023年適⽤事例報告なし
2024年の
適⽤

• アンパイアはその反則が得点となっていた場合であるかどうか
について留意する。
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項⽬ごとの解説と2024年の適⽤
項⽬ 競技運営規程付属書3 シュートアウト戦

12g.SO時のフライングの対応
解説 • シューター⼜はGK⼜は守備を⾏うプレイヤーが、アンパイアが

笛を吹く前にプレイを開始した場合、シュートアウトはやり直
しとなる。

適⽤状況 • 明確化して記載。実運⽤は変更なし。
2024 年
の適⽤

• SO時の故意のフライングはグリーンカードによる警告（退場と
はならない）。

• 同⼀チーム内の2回⽬（1回⽬と別の選⼿でも）の故意のフライ
ングはイエローカード提⽰により退場処分とする。

項⽬ごとの解説と2024年の適⽤
項⽬ 競技運営規則付属書3 シュートアウト戦

12.h.v GKまたは守備するプレイヤーの故意の反則
解説 • GKまたは守備するプレイヤーがサークル内外で故意の反則をし

た場合は、PSが与えられる。
適⽤状況 • 2023年での適⽤事例報告なし
2024年の
適⽤

• GKまたは守備するプレイヤーがサークル内外で故意でない反則
をした場合は、同じプレイヤーで再度SOが⾏われる。

項⽬ 競技運営規則付属書3 シュートアウト戦
12.h.vi GKまたは守備するプレイヤーが故意にバックラインを超
えるようにボールをプレイすること

解説 • GKまたは守備するプレイヤーが故意にバックラインにボールを
出すことは許される。（再びSOやPSとはならない。）

適⽤状況 • 概ね浸透している。
2024年の
適⽤

• 通常の試合時とSO時に故意にバックラインを超えるようにプレ
イすることの違いを認識すること。
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項⽬ごとの解説と2024年の適⽤
項⽬ 競技運営規則付属書3 シュートアウト戦

13 PSが与えられた時
解説 • 公式試合記録に記載されているプレイヤーがPSの攻撃または守

備を⾏うことができる。（ただし退場処分となっているプレイ
ヤーを除く。）

• PSが与えられてから完遂するまでの間に、スティックを交換し
てはならない。

適⽤状況 • 問題なく適⽤
2024年の
適⽤

• アンパイア・TOともに留意する。

項⽬ごとの解説と2024年の適⽤
項⽬ 競技運営規程付属書3 シュートアウト戦

16 SO時にイエローカードまたはレッドカードが掲⽰（退場）さ
れた場合

解説 • 攻撃選⼿の場合は、当該攻撃は不成功となり、その後の当該選
⼿の攻撃も⾃動的に不成功となる。

• 守備選⼿の場合は、5名の攻撃側選⼿から1名を選んで守備する
選⼿とすることができ、その際は（希望があれば）GK装具を装
着する時間を与える。

適⽤状況 • 2023年適⽤事例報告なし
2024 年
の適⽤

• グリーンカードは警告で退場とはならないことに留意する。
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項⽬ごとの解説と2024年の適⽤
項⽬ 競技運営規程付属書3 シュートアウト戦

17〜19 SO時にプレイ不能となった場合
解説 • 攻撃選⼿の場合は、退場処分となっている選⼿以外の公式試

合記録に記載されている選⼿の中から交代することができる。
• 守備選⼿の場合は、退場処分となっている選⼿以外の公式試
合記録に記載されている選⼿の中から交代することができる。
5名の攻撃側選⼿から1名を選んで守備する選⼿とすることも
でき、その際は（希望があれば）GK装具を装着する時間を与
える。

適⽤状況 • 2023年適⽤事例報告なし
2024 年
の適⽤

• プレイ不能となり交代された選⼿は、それ以降のSOに参加で
きないことに留意する。

どこからイン︖ アウト︖

問題５ イン、アウトの境界線

38
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n 誰もが安全にゲームを⾏うため
n 誰もが同じ理解でプレイをして楽しむため
n 誰もが同じ理解でゲームを観て楽しむため

ルールは何のためにあるの？

本⽂書における略語

（参考）

略語 意味
PC ペナルティコーナー
PS ペナルティストローク
FH フリーヒット
FP フィールドプレイヤー
GK ゴールキーパー
SO シュートアウト
TO テクニカルオフィサー
TD テクニカルデリゲート
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全国ルール統一研修会 2024年2月10日(土) 15:45-16:15 オンラインハイブリッド

アンチドーピング・インテグリティ
新たな展開・展望ー定着をめざして

日本ホッケー協会・ ADインテグリティ委員会 提供

ADI委員長 埴岡（はにおか） 隆
JHA理事（学識2022.7～）

1

1 アンチ・ドーピング/不正防止
2 禁煙・タバコ使用防止

3 スポーツマウスガード（SMG）

2

「スポーツの価値」
小矢部フェーズ１

小矢部フェーズ３

57



略 歴

アンチ・ドーピング、インテグリティ教育関係

JADA承認Educator
日本リーグ元（女）事務局長、（男）運営委員長

日本社会人連盟 専務理事, 関西社会人リーグ 委員長

元B級審判員、天王寺高校 インターハイベスト８

大阪大学 関西学生リーグ ２位１回、３位２回

最敢闘選手賞 ４回

3

4
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5

ドーピングとは アンチ・ドーピングとは なぜ、アンチ・ドーピングが必要なのか

スポーツにはどのような「価値」があるでしょうか？
我が国のスポーツ基本法には、「スポーツは世界共通の人類の文化」であると記載されています。
私たち人類は、スポーツの中で多様な価値を育み、継承してきました。それは、上記のような価値が、

単にスポーツの中でのみ尊重されているものではなく、
スポーツ以外の日常生活のさまざまな場面においても、さらには個人の生き方と
しても尊重され、守られるべきものだと、「世界の人々が信じている」からです。

あなたは「スポーツの価値」と聞いて何を想像しますか？
そして、未来に継承したい「スポーツの価値」は何ですか？

6

「スポーツの価値」

2023.11.11.NHKウェブ

2019.12.10.BBCニュース
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7

「クリーンスポーツ」４年間資格停止

2024.2.1.読売新聞オンライン2024.1.30.NHKウェブ

8

「検査の厳格化と選手の権利擁護」

アンチ・ドーピング活動の拡充
アスリートの人権を保護するための活動
アスリートを支援する体制が強化される

意図的な違反者に対する厳格な検査体制
意図的ではない違反に対する対応の必要性

2024.1.9.SPORT POLICY INCUBATOR
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日本ホッケー協会独自のアンチ・ドーピング教育

承認Educator制度の定着をめざす

9
新たな展開・展望ー定着をめざして

承認Educatorとして話しているのではありません。

10

アンチ・ドーピング教育の拡充
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11

アンチ・ドーピング教育の対象

あなたも対象

強化パスウェイ（FTEM）との連携も推進

競技団体の全員が対象になりました！

12
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6/1にJHA規程施行後の初の全国研修
13

あなたにも適用されます

14

役割と責務を負います
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15

サプリ

TUE

16

教育インフルエンサー

役割と責務

行動規範の「協力」は
今では役割の一部
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17

健康を守る

アンチ・ドーピング教育の内容

トピック

１１トピックスにもとづく７つのカテゴリー

18

65



19

検査厳格化と権利擁護 ７年間のドーピング違反３４件

・「意図的ドーピング違反で無い」制裁期間短縮は１５件

・医薬品使用原因９件、サプリメント使用原因６件
＜意図性の判断（聴聞会）＞

・アスリート弁明、立証で資格停止期間が短縮
・「原因物質の体内経路」の証拠の確保
・アンチ・ドーピング規則への論理的な弁明

アスリート本人の対応困難、規則精通弁護士の支援

20

66



21

ユースアスリート向け
22
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国内レベルアスリート向け
１８歳未満も対象！

23

24
「スポーツの価値」

課題「検査の厳格化と選手の権利擁護」
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【問い】アンチドーピング不正での予防策
を一つずつ挙げてください

①動機

②機会 ③正当化

その行為に対して「犯罪
ではない＝致し方ない」、
「自分だけでない」、「誰
にも迷惑をかけない」な
どと思うこと。

25

サプリのリスク

不正の

トライアングル

26

インテグリティ・コンプライアンス

2021年度の登録証（廃止）
JHA独自の通報窓口検討中
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JHAホームページJSPOスポハラ相談窓口利用
27

スポーツ医・科学研究
28
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29

JOCインテグリティオフィサーと面談2022年

30

アンチドーピング・インテグリティ委員会規程改訂
（2023年６月）具体的なインテグリティ活動検討中
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アスリート・サポートスタッフの
禁煙支援・タバコ使用防止
強化補助金評価の１項目（禁煙教育など）è①健康の担い手の手本の役割
アンチ・ドーピング：ゲートウェイ ソフトドラッグèハードドラッグ（禁止物質）

＜関係の略歴＞

2015年 厚生労働省健康局歯周疾患検診マニュアルの改訂に関する検討会構成員
2015年 国立研究開発法人国立がん研究センター喫煙と健康問題に関する包括的評価委

2016年 財務省財政制度等審議会たばこ事業等分科会表示等部会参考人
2016年～ WHO（世界保健機関）TFI/PND歯科簡易タバコ介入モノグラフ制作コントラクター・コ

ンサルタント、LMIC禁煙診療ガイドライン外部評価者

2021年 日本学術会議健康生活科学委員会・歯学委員会合同脱タバコ社会の実現分科会特
任連携会員

31

喫煙と健康
32

2017年2020年

国立研究開発法人国立がん研究センター
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33

有害である。

本人・周囲の者に
健康リスクがある。

禁煙を阻害する。

喫煙開始/再開が
増える。

対策が遅れる。

国立研究開発法人国立がん研究センター

アスリートの手本としての役割・期待
34

厚生労働省世界禁煙デーポスター
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スポーツマウスガード関係

JSPO スポーツデンティスト（JHA推薦）

制作 ＜歯科医師＞

授業 ＜学校保健・安全＞

大阪大学 准教授 予防歯科学教室（元）

福岡歯科大学 教授 口腔保健学講座（前）

宝塚医療大学 教授 口腔保健学科

35

スポーツ・マウスガード 日本と世界の研究
l日本では

岐阜県と岩手県で制度導入前に試験が行われた。

希望価格、使用継続の条件に指導者の理解が重要など

l世界では

女子ホッケー、次に男子バスケット選手の歯の損傷が高い

カスタムメイドが快適さや保護機能で優る

カスタムメイドは、発語、呼吸能力や清潔さへの影響は最小限

オランダホッケー選手6585人の調査で効果実証（2～3倍）

スペインホッケー選手はカスタムメイドSMGが快適評価

オランダでは着用義務化で歯の損傷が減少した。

36
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37JSPOスポーツデンティスト養成講習会

医科共通 ４日間
歯科医学 ４日間 マウスガード製作・調整

ホッケー
８日間の講習

38

l カスタムメイドなので
製作の自由度が高い

l 違和感が最小になるので使
いやすい

l 専門家が作成するので適合
性がよく使いやすい

l 歯や粘膜の損傷に加え脳
震盪の予防にも効果的
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あなたの近くのスポーツデンティスト
39

!検索

スポーツデンティスト

スポーツデンティスト協議会

今後の課題

•アンチ・ドーピング
•インテグリティ（不正防止）
•禁煙とタバコ使用の防止
•スポーツ・マウスガード

40
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2024.2.7/時点

大　　会　　名 大会回数 期　　　　間 主管協会・連盟 会　　　　場 主催・共催

高円宮牌２０２４男子日本リーグ 第２３回 調整中
ホッケー

ジャパンリーグ

⼭梨学院ホッケースタジアム・阿須運動公園ホッケー場・越前町営朝⽇総合運動場・⽴命館OICフィールド・今市⻘少年スポーツセンター⼈⼯芝
競技場・親⾥ホッケー場・川崎重⼯ホッケースタジアム・⼤井ホッケー競技場サブピッチ・⼤井ホッケー競技場（メインピッチ・サブ
ピッチ）・⼩⽮部ホッケーフィールドby三井アウトレットパーク・三成公園ホッケー場・OSPホッケースタジアム・駿河台⼤学ホッ
ケー場

共催

高円宮牌２０２４女子日本リーグ 第２８回 調整中
ホッケー

ジャパンリーグ

⼤井ホッケー競技場（メインピッチ・サブピッチ）・川崎重⼯ホッケースタジアム・コカ・コーラレッドスパークスホッケースタジア

ム・⽴命館OICフィールド・今市⻘少年スポーツセンター⼈⼯芝競技場・⼭梨学院ホッケースタジアム・親⾥ホッケー場・駿河

台⼤学ホッケー場
共催

ОＰＳホッケースタジアム

米原市伊吹第１グラウンド

伊万里市国見台球技場

伊万里ホッケーフィールド

２０２４年度 国内競技会 主催・共催計画

主催

IOCスタッド・イヴ・ドゥ・マノワール

道立野幌総合運動公園人工芝ホッケー場

全日本大学ホッケー王座決定戦・東西交流戦 第４３回 6月２７日（木）～６月３０日（日） 東海学連 川崎重工ホッケースタジアム

全国高等学校ホッケー選手権大会 ７月２７日（土）～７月３１日（水） 長　崎
アルカス佐世保

川棚大崎自然公園交流広場

佐世保青少年の天地プレイランド

主催富　山
小矢部ホッケーフィールドby三井アウトレットパーク

小矢部市野外運動広場

共催

社会人女子プレミアムカップホッケー 第１回 ４月～１０月 各会場地

岡　山 赤磐市熊山運動公園多目的広場ホッケー場

８月１７日（土）～８月１９日（月）

９月１４日（土）～９月１６日（月）

全国スポーツ少年団ホッケー交流大会 第４７回
９月２１日（土）～９月２３日（月）or

９月１４日（土）～９月１６日（月）調整中
東　京

全日本マスターズホッケー大会 第２２回

国民スポーツ大会ホッケー競技

男子第６６回

女子第４６回
９月２１日（土）～９月２５日（水） 滋　賀

大井ホッケー競技場（メインピッチ・サブピッチ）

山梨学院ホッケースタジアム

山梨県立白根高校第２グラウンドホッケー場

共催

共催

１１月９日（土）～１１月１０日（日） 福　井
福井県立ホッケー場

越前町営朝日総合運動場

主催

全国高等学校選抜ホッケー大会 第５６回 １２月２１日（土）～１２月２５日（水）

主催

共催

大井ホッケー競技場（メインピッチ・サブピッチ）

関東高体連

佐　賀

マスターズホッケー JAPAN CUP 第５回 １１月３０日（土）～１２月１日（日） 主催

全日本学生ホッケー選手権大会
男子第７３回

女子第４６回
１０月３１日（木）～１１月４日（月） 関東学連

全日本女子ホッケー選手権大会

出場プレーオフ

栃木県　　東京都　　岐阜県　　奈良県　　広島県　(予定) 主催

共催

男子第８７回

女子第６６回

主催

パリ２０２４オリンピックホッケー競技 第３３回

北海道

第５４回

大井ホッケー競技場（メインピッチ・サブピッチ）

大井ホッケー競技場（メインピッチ）SOMPO JAPAN CUP 調整中 実行委員会

７月２７日（土）～８月９日（金）

主催

主催

全日本中学生ホッケー選手権大会

全日本社会人ホッケー選手権大会

全日本男子ホッケー選手権大会

全日本女子ホッケー選手権大会 第８５回

第９８回

１１月２９日（金）～１２月１日（日）

(NHKによるテレビ放映)

１２月６日（金）～１２月８日（日）

主催

主催大井ホッケー競技場（メインピッチ）東　京

岡　山 赤磐市熊山運動公園多目的広場ホッケー場

第２回

東　京 大井ホッケー競技場（メインピッチ・サブピッチ））

第７８回 １０月５日（土）～１０月９日（水）

全日本中学生都道府県対抗

１１人制ホッケー選手権大会
第２５回

１１月２日（土）～１１月３日（日）
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情報共有

競技役員資格・講習会について

競技運営部では人材育成を目的として、全国
大会・ブロック大会等で昇格試験・講習会を
実施しております。

全国の競技役員数

公認競技役員資格の種類 登録者数

テクニカルデリゲート（TD） 45人

テクニカルオフィサー（TO） 108人

ジャッジ【タイミング・スコアリングジャッジ】
（JG）

662人

アンパイアマネージャー（UM） 36人

国際審判員 17人

Ａ級公認審判員 14人

Ｂ級公認審判員 241人

C級公認審判員 200人

D級審判認定講習会 138人

未登録者

3人

0人

21人

3人

0人

1人

4人

5人

9人
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2023年度昇格試験及び講習会の実施状況

テーブル関係
昇格者
及び取
得者数

審判員関係
昇格者
及び取
得者数

テクニカルデリゲート
（TD）
国体予選・全国大会

4人
アンパイアマネージャー
（UM）
全国大会（全中・高校選抜）

2人

テクニカルオフィサー
（TO）
全国大会（大学王座他）

9人
Ａ級公認審判員

全日本選手権大会（男子）
1人

タイミング・スコアリン
グジャッジ（JG）
各ブロック大会等

218人
Ｂ級公認審判員

各ブロック大会等
6人

C級公認審判員

各ブロック大会等
22人

D級公認審判員

各ブロック大会等
108人

ブロックでの昇格試験及び講習会実施状況

北海道ブロック 1回 東北ブロック 1回

関東ブロック ７回 関東ブロック １０回

関西ブロック ３回 北信越ブロック 1回

中国ブロック ２回 東海ブロック ２回

九州ブロック ３回 関西ブロック ８回

中国ブロック 1回

四国ブロック 1回

九州ブロック 1回

ジャッジ認定講習会 回数 B・C・D級昇格試験
及び講習会

回数
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2024年度競技役員資格の種類変更
【テーブル関係】

2023年度まで 2024年度から

テクニカルデリゲート（TD） テクニカル１級

テクニカルオフィサー（TO） テクニカル２級

ジャッジ（JG） テクニカル３級

テクニカル４級（新）

2024年度 公認競技役員規程をご一読ください。
※資格は認定料・登録料を納入後付与されます。
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質問・要望と回答

質問と回答
質問１ ドライターフの今後の導⼊時期の⽬途について

回答１ 研修の中でご説明させていただいた通り、国際的には本年1⽉のホッケー5ワー
ルドカップより導⼊されており、2026年のワールドカップ及び2028年のオリン
ピックにおいて使⽤されます。
国内では施⼯業者において施⼯⽅法含め検討中となっており、準備ができ次第

導⼊可能と考えております。今回の公認フィールド規程の改定はドライターフに
対応できるものとなっております。
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質問と回答
質問２ イベントマネージャーの役割について(担当TO,UMとの関係)

回答２ イベントマネージャーの導⼊についてはここ数年に導⼊してきた、新しい役割
となります。導⼊の経緯、役割としましてはTD、UM、主管協会とのコミュニ
ケーションをよりスムーズに、書類作成等の業務を円滑に⾏うために配置されて
おります。
導⼊から数年がたち担当されたイベントマネジャーのご意⾒を伺いつつ、業務

の分担等についても今後改善していきたいと考えております。

質問と回答
質問３ 直近で、FIHのビデオリファーラルのプロトコルが改変され、（serious）

misconduct（深刻な悪質な⾏為）については、すべてのピッチエリアで、アン
パイアリファーラルが可能となったと理解しています。次年度以降の国内試合に
おける適⽤⽅針、また、適⽤によって考えられる懸念と対策（例：ゴールインや
PS/PCといった、攻撃側に⾮常に有利な反則を下した後に、攻撃側チームに対し
てmisconductを認めで個⼈罰を適⽤した場合の処理 /等）について、可能な範
囲でお⽰しいただけると幸いです。（※FIHスケールでも、実験段階であること
は重々承知の上で、可能な限りでの競技運営部としての⾒解をうかがえると幸い
です。）

回答３ 競技運営規程への改定にてご説明した通り現時点での解釈をもとに国内におい
ても適⽤を考えております。
ご質問のケースですが、ミスコンダクトに対するリファーラルはあくまでもミ

スコンダクトに対するものであり、その後のプレーの判定を変更する事にはなり
ません。その後の判定に直接的な因果関係がある、すなわちゴールやPS/PCの判
定に影響があるのであれば、従来のリファーラルの範囲となると考えております。
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要望と回答
要望１ 公式戦の開催においては、対戦する両チームや試合運営関係者らの安全性や公平性など、

重視すべき点がいくつかあると考えている。そして、それら全てが保証された上においては
「試合をいかに観る⼈にとって魅⼒的なものとして演出するか？」という点に対しても、関
係者の努⼒がもっと払われるべきだと考えている。
⼀⽅、試合参加者に対して、試合運営関係者（TO等）などから「必要以上に」マナーを守
ることについて注意されることが稀にある。例えば、チーム関係者はベンチにて着席してい
る様に、といったことである。
ホッケーの試合とは「⾮⽇常」であり、参加する選⼿、それを観る観客らは感動や興奮を
求めて参加している。感情を抑えることなく声や⾝振りに表し⾃⼰表現することで参加者は
ホッケーを⼼から楽しむことができ、それこそがスポーツの醍醐味である。
ただ、しばしばそれを⾼圧的に抑える様な注意や指導をされることがあるため、その点は
改めていただきたいと考えている。試合進⾏の妨げにならず、安全や公平公正が保たれ、
ホッケーのインテグリティが保たれているのであれば、「試合をより魅⼒的なもの」として
魅せることをもっと重視すべきだと考える。

要望１ ご要望ごもっともと考えております。「必要以上」の線引きは⾮常に難しいと
考えておりますが、ベンチマナーを守っている選⼿/チーム関係者に対する⾼圧的
な注意は、「魅せるスポーツ」にホッケーを変えていく為には不要と考えます。
ルールはルールとして、いかに⾒ていて、参加していて楽しいスポーツとするか
については指導を進めていきたいと思います。
スポーツは互いが互いの⽴場を尊重しあい、リスペクトを持って参加すべきと

考えておりますので皆様のご協⼒を得ながらより良くしていければと考えており
ます。

要望と回答
要望２ 選⼿のヘアピンやピアス、ネックレスの着⽤について、競技運営規程6.8では

TOが判断する事になっていますが、現在は基本的に着⽤NGとして認識され、そ
の様に選⼿にも指⽰をしています。
安全を考慮しての事とは理解していますが、少し過剰な対応に感じる⾯もあり

ますので、基準の⾒直しを要望いたします。

要望２ ご要望ありがとうございます。過去には装飾品は⼀切禁⽌というルール/暗黙の
了解があり、全てを禁⽌しておりましたが国際的な流れ、他のスポーツの動向含
め、現在の競技運営規程6.9のようにTOが判断する形になっております。
規程の求める所は選⼿が安全にプレーできることですので、相⼿選⼿に対して

危害を与えない物であれば着⽤は問題無いと考えております。⼀⽅で、これは危
険、これは⼤丈夫という線を引くことも難しい問題でありますが、TOに対しては、
⼀律に禁⽌という態度ではなく、⼀般常識で考えて危険か危険でないかを判断し
て着⽤の可否を判断するように指導してまいります。
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要望と回答
要望３ 試合中のベンチからの監督コーチ以外の指⽰出しについて、統⼀した対応と

いったことができないものでしょうか？

要望３ 要望１にもつながる物と考えますが、競技運営規程上は9.2、9.3及び9.4に記載
しています通り、コーチングは監督またはコーチのみが⾏うことになっており、
それ以外のチーム役員、プレイヤーはベンチに着席している必要があります。ま
た、それら全ての⾏動に対して監督が責任をもつことになっています。
⼀⽅で、スポーツの魅⼒として、ベンチからのチームメンバーへの声援は⾮常

に⼤切なものと考えており、声援の中に時として含まれる指⽰出しは試合を盛り
上げるうえでも必要な要素と考えております。そのため、競技運営規程の9.4が守
られている限りは過度な制限を⾏う必要は無いと考えております。

要望と回答
要望４ TD業務が多忙なのは承知していますが、少なくともATDがつくトーナメントで

は、TO（可能ならばジャッジも）もアンパイアと同様にパフォーマンスフィード
バックをした⽅が、TOのスキル向上に結びつくのではないでしょうか？

要望４ ご要望ありがとうございます。パフォーマンスのフィードバックは全てではな
いものの、個別には⾏われていると考えております。統⼀的なパフォーマンス
フィードバックについては、⽅法含め検討させていただきます。
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要望と回答
要望５ 試合後フィードバックは頂いていますが、全試合シートでも頂きたいです。

交通費等振り込んで頂いた際、何⽉から何⽉分などお伝え頂けたらありがたい
です。
お忙しい中、いつもありがとうございます。

要望５ こちらこそお忙しい中、⼤会（試合）へ参加いただき誠に感謝しております。

アンパイアへのフィードバックを⾏うUM（アンパイアマネージャー）につい
ては、各アンパイアへの試合ごとのフィードバックは勿論ですが、フィードバッ
クを⾏うために試合中・試合前後のアンパイアのチェック、翌⽇のアポイントメ
ントシートの作成等の様々な業務を⾏っております。
正直2023年のHJLにおいては、UMが偏ってしまっていたため、数名のUMにか

なりの負担をかけてしまいました。
2024年のHJLにおいては、この反省を踏まえ、UMを増員することで各UMの負

担の軽減化を図りたいと考えてます。
また各UMには、今回の要望に応えられるよう速やかなフィードバックシート

の送付を徹底するように指導したいと思います。

交通費等の振り込みについては、スポーツ振興助成の規定に基づきHJL事務局
から⽀払いをいたします。できるだけ事前にお知らせできるように調整して参り
ます。
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